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老後について語り合おう 
 
企業年金は疾風怒濤のような大転換期に差し掛かっている。従来

の制度は、企業からみた費用やリスクの財務負担が大きすぎる。

また、辞めた時の給与が同じなら給付額も同じという仕組みであ

れば、途中の働きが全く反映されない。こうした欠点を直すため

に、最終給与に基づいた確定給付年金は、特に大企業でキャッシ

ュ・バランス・プランや確定拠出年金に取って代わられている。 
 
しかし、制度変更を一方的に実施した場合には、従業員の信頼を

損ない、ひいてはモラルに響く恐れがある。公的年金がマクロ経

済スライドの導入によっていよいよスリム化される中、老後の不

安をかき立ててしまう。同意書に署名しても、本当に納得してい

るかどうかは別の話である。 
 
かといって、無い袖は振れないし、リスクも負えない。成果主義

も導入せざるを得ない。しかし、企業ができることが一つある。

それは従業員の１人１人のライフプランを一緒に考えることであ

る。老後の生活設計について、例えば年に一度、個別に語りあえ

ば、企業年金がどれだけ役に立っているかを従業員にわかっても

らい、退職給付の費用対効果を改善できるのではないか。 
 

 
《目次》 

・ (年金運用)：アクティブ・マネジャーの選択：サイエンスかアートか？ 

・ (公的年金)：基礎から理解する年金改革 ― （１）給付水準 50％とは何か？ 

・ (公的年金)：「2004 年厚生年金改革案のリスク分析」を発表 
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